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0. はじめに 
日本語の話し言葉において、文末で「し」が用いられることがある。本稿では、この文
末の「し」の用法について明らかにする。先行研究をまとめたのち、漫画による調査と談
話録音による調査を行う。次に、それらの調査から得られた用例に対して置き換え、構文
的特徴、要素による分類を行う。さらに、3つの分類と表れた感情との分類を掛け合わせ、
相関関係を示す。例文番号と引用部分を除いた下線はすべて筆者による。 
 
1. 先行研究 
日本語記述文法研究会編(2008)は、文末の「し」の用法について以下のように述べている。 
 
◆「し」により文を言いおわる言い方には、累加を表す用法と、理由を表す用法がある。 
(1) あの店、おいしいね。値段も安いし。(累加) 
(2) もうだいぶ遅い時間になりましたし。(理由)    (日本語記述文法研究会編 2008: 290) 
 
さらに、累加の「し」による関係づけの文は、以下の例のように「し」を用いずに「そ
れに」でつなぐこともできるとしている。 
 
(3)  この料理は簡単だからいいね。材料費もいらないし。 
(3’) この料理は簡単だからいいね。それに材料費もいらない。 
(日本語記述文法研究会編 2008: 293) 
 
 朴(2005)は、文末の「し」の用法として「並列」「原因・理由」「補足説明」を挙げている。
加えて、それらのいずれの意味・用法での解釈も難しい用例として、以下のようなものを
挙げているが、詳しい考察は行われていない。 
 
(4) a. 意見(不満)を述べながらも、断定・言い切りを避け、語尾を濁す感じの発話 
「私もやるし」「見てないし」「そんなこと言われても困るし」 
  b. 自分の感情や希望しない気持ちを表す場合、不服の気持ち、相手に対する拒否の態 
度を強く表現している場合 
「嫌だし」「行きたくないし」 
c. 「当然～だよ」といった意味で、聞き手に対する自己主張または自慢する気持ち 
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「知ってるし」 
d. 現在の状態や出来事についていう場合 
「やったし」、「テレビ見たし」      (朴 2005: 31-32、一部筆者により改変) 
 
上記 2つの研究から、文末の「し」には「累加」や「理由」など接続助詞の「し」と共
通する用法があるとともに、不満や自慢の感情を述べる用法もあるということが分かる。          
本稿では、文末に「し」が用いられている例をさまざまな角度から観察することで、文
末の「し」の全体像を明らかにする。 
 
2. 調査 
文末の「し」の用法を調査するために、漫画を用いた調査(以降『調査 A』)と録音した談
話を用いた調査(以降『調査 B』)の 2つを行った。 
調査 Aで漫画を用いた理由は 2つある。まず、漫画では小説よりも会話体が多く用いら
れているため、文末に「し」を使う用例が現れやすいと考えられる。さらに、文字になっ
ているため、短期間で用例を集めることができ、前後の文脈もすぐに参照できる。以上の
理由から、調査 A では用例を収集する資料として漫画が適切であると考えた。 
 
2.1. 調査概要 
調査 A: 漫画を用いた調査 
東京を舞台とした少年漫画である『バクマン。』の 1～5巻において、「し」が用いられて
いる用例を手作業で収集した。資料として用いた漫画の作品概要と分量および作者の情報
については以下の通りである。 
・作品概要: 『バクマン。』 埼玉県が舞台。中学 3年生の男子生徒 2人が、漫画家として成
功するという夢に向け奮闘する姿を描く。主人公の男子生徒 2人の発話が多い。 
・分量: 約 200ページ／冊(1ページあたりの文字数: 120字前後) 
・作者の情報: 原作者: 大場つぐみ1 ／東京都出身、埼玉県在住。  
 
調査 B: 録音した談話を用いた調査 
 許可を取って複数人の会話を録音し、文末に「し」が現れている部分をすべて書き起こ
した。録音の日時と時間及びインフォーマント情報(年齢/性別/言語形成地域)については以
下の通りである。なお、インフォーマント B は筆者である。 
                                                        
1
 『バクマン。』には原作と作画の 2人の作者がいるが、発話部分を担当している原作者の情報のみを掲載
した。また、大場つぐみのプロフィールは、一部ガモウひろしのものを参考にした。 
・第 1回談話録音調査 
( 2011年 9月 2日/2時間 17分 37秒) 
A: 21歳/女性/茨城 B: 22歳/女性/東京、栃木 
・第 2回談話録音調査 
(2011年 9月 5日/3時間 12分 25秒) 
B: 22歳/女性/東京、栃木 C: 22 歳/女性/東京 
・第 3回談話録音調査 ・第 4回談話録音調査 
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2.2. 調査結果 
調査 Aで収集した例のうち「し」が用いられている発話は 205例あった。そのうち文中
の「し」が 110例、文末の「し」が 95例である。本稿は文末の「し」の用法を明らかにす
ることを目的としているため、文中の「し」については扱わない。文末かどうかの判断基
準は次の 4つである。 
① 「し」で発話が終わり別の人物の発話に移行している場合。 
② 「し」の後に発話自体は終わっていなくても、「し」で一旦文が終わり次の文に移って 
いる場合。 
③ 「～し。～し。」と列挙している場合。 
④ 「し」に「ね」や「な」などの終助詞がついている場合。 
調査 B では文末に「し」が用いられている発話は 245例あった。なお、文末の判断基準
は調査 A と同様である。調査 A、Bの調査結果の詳細を、表 1にまとめる。 
 
表 1: 調査結果 
調査 A 用例数 調査 B 用例数 
『バクマン。』1 27 第 1回談話録音調査 51 
『バクマン。』2 19 第 2回談話録音調査 105 
『バクマン。』3 17 第 3回談話録音調査 26 
『バクマン。』4 16 第 4回談話録音調査 63 
『バクマン。』5 16 調査 A・B合計 340 
 
以上の調査 A、B で収集した 340例に対し、置き換え、構文的特徴、要素、感情による分 
類を行う。 
 
3. 分析 
集めた用例に対し、3.1 で「から」と「それに」の置き換えによる分類を行い、3.2 で構
文的特徴による分類を行う。さらに 3.3 で要素による分類を行ったのち、3.4 で感情が表れ
た例文を分類し、他の分類との相関を示す。 
 
3.1. 置き換えによる分類 
文末に「し」を用いた用例を「それに」と「から」で置き換える。置き換えの方法は、
以下の通りである。 
(2011年 9月 6日/48分 21秒) 
B: 22歳/女性/東京、栃木 D: 21 歳/男性/茨城 
( 2011年 9月 8日/4時間 17分 37秒) 
B: 22歳/女性/東京、栃木 E: 23 歳/女性/静岡 
F: 21 歳/女性/神奈川     G: 20歳/女性/群馬  
H: 19歳/女性/埼玉      I: 21 歳/女性/山梨 
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・「から」との置き換え: 文末の「し」を取って、「から」に置き換えても不自然でないか。
不自然でない場合は置き換え可、不自然な場合は置き換え不可と判断する。 
(置き換え例: もう寝るの？／明日朝早いし。→もう寝るの？／明日朝早いから。) 
・「それに」との置き換え: 文末の「し」を取って、その文頭に「それに」を入れてつない
でも不自然でないか。不自然でない場合は置き換え可、不自然な場合は置き換え不可と判
断する。置き換え例は、既に例文 3で取り上げたため、割愛する。 
上記の方法で調査 A、Bで収集した 340例を分類したところ、文が不自然かどうかの判断
に迷う例が 340例中 54例あった。これらの例文に関しては、第三者による置き換えのチェ
ックを行い、その結果をもとに再度分類をし直した。なお、分類のチェックを行ったイン
フォーマントは 22歳の女性で、言語形成地域は埼玉、東京である。第三者によるチェック
の結果、分類にズレのあった例文は 54例中 23例であった。ズレのなかった 31例はもとの
分類のまま使用した。残りの 23例を再度分類し、13例については第三者の分類に従い、10
例についてはもとの分類に従った。 
 「から」と「それに」との置き換えによる分類結果を表 2にまとめる。表中の＋は置き
換え可、－は置き換え不可を表す。表 2に挙げた 4つのパターンについては、次節以降に
まとめる。 
 
表 2: 「から」「それに」置き換え分類結果 
 調査 A 調査 B 計 
「から」＋「それに」－ 48 89 137 
「から」＋「それに」＋ 14 87 101 
「から」－「それに」－ 18 34 52 
「から」－「それに」＋ 15 35 50 
計 95 245 340 
 
3.1.1. 「から」＋「それに」－ 
(5) A: なんか、就活実際年内にやるの？ 
    B: わかんない。やりたいと思った時にやればいいんじゃない？なんか、すごい遅く始
めて決まる人いるしね。3月とかにね。なんかそれ、人それぞれ。 
(第 1回談話録音調査) 
(6) 高木「なっ やってみようぜ」 
真城「あのさ 読書感想文とかとマンガ 全然違うし」 
  高木「わかってる」                                               (バクマン。1) 
 
「から」に置き換えられても、「それに」に置き換えられない例は例文 5のように文末に
「し」を用いて理由を述べる例がほとんどだったが、例文 6のように、「から」に置き換え
られるものの理由を表しているとは言いづらい例も 14例見られた。このような例は、「累
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加」も「理由」も表していない。14例のうち 11例では感情が強く表れていた。 
 
3.1.2. 「から」＋「それに」＋ 
(7) B:  まじバイトしなきゃなー。 
C:  10月から。 
B: 9月はいいや。卒論忙しいし。 
C: 夏休みだもん。合宿あるし。                             (第 2回談話録音調査) 
 
例文 7の下線つきの「し」は、「累加」と「理由」の両方を表している。直前の B の発言
中の「し」は「から」＋「それに」－に分類されたものである。この 2つを比べると、Bは
「9月はバイトしなくていい」ことの理由として「卒論が忙しい」と述べるために、文末に
「し」を用いている。一方、Cは「9月はバイトしなくていい」ことの理由としてまず「夏
休みだ」いうことを挙げ、さらに「合宿もある」という理由を累加している。先行研究で
は「し」の意味機能は主に「累加」と「理由」に分けられていた。しかし、「から」＋「そ
れに」＋に分類した例は、「累加」と「理由」の両方の特徴を備えている。文末の「し」の
このような用法を、本稿ではこれ以降「累加的理由」と呼ぶ。 
 
3.1.3. 「から」－「それに」－ 
(8) B: 結局行き先も決まってないじゃん。 
D: はい… 
B: はいじゃなくて。なんなんだし。                          (第 3回談話録音調査) 
 
例文 8の文末の「し」は「累加」も「理由」も表していない。文末の「し」を用いるこ
とによって、話者の[苛立ち]の感情を表しているだけである。3.1.1でも既に述べたが、「累
加」も「理由」も表していない用法では感情が強く表れるものが多く、「から」－「それに」
－では 52例中 25例に感情が表れていた。 
 
3.1.4. 「から」－「それに」＋ 
(9) 見吉「真城 睡眠時間 3時間だって…… 学校でも寝ないで なんか描いてるし」 
高木「3時間！………」                                           (バクマン。5 ) 
(10) C: 実際留学楽しそうだよね。 
B: 楽しそう。今しかできないし。 
C: そう。 
B: いいなあ。1年とか行ったらね。絶対楽しいよ。            (第 2回談話録音調査) 
(11) 高木「なあ 俺達 恵まれてるよな 皆が応援してくれてる サイコーのおじさんの 
好きだった人が亜豆の母ちゃんってのも 運命的だし」        (バクマン。1) 
 
例文 9は、「真城は睡眠時間が 3時間だ」という情報に、「学校でも寝ないで何か描いて
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いる」というさらに詳しい情報を、文末の「し」を用いて累加している。この用法は「理
由」を表しているとは言い難く、「累加」の用法と考えることができる。例文 10も同様に、
C の「留学は楽しそうだ」という意見に同意して、さらに「今しかできない」という意見を
加えているとみることもできる。しかし、この例文に関しては「留学は今しかできないか
ら、楽しそうだ」と捉えることもでき、その場合は「理由」も表していることになる。 例
文 11は、「俺たちは恵まれている」という意見の理由として、まず「皆が応援してくれてい
る」ことを挙げ、さらに「運命的である」という理由を累加している。しかし、この例文
の文末の「し」を置き換えた場合、「それに」には置き換らえるが「から」に置き換えると
不自然である。 以上の例文からわかるように、「から」－「それに」＋に分類された例文
には、単に「累加」を表すものと「累加的理由」を表すもの、さらにはその中間のような
例も含まれていた。  
 
3.2. 構文的特徴による分類 
次に、文末の「し」と共に現れることの多い 15の構文的特徴に着目して分類した。「じ
ゃん」と「もん」に関しては、文末で「し」が使われた直前(または直後)の文末で「じゃん」
または「もん」が使われているものを数えた。構文的特徴による分類結果を表 3にまとめ
る。 
 
表 3: 構文的特徴による分類結果 
 形 調査 A 調査 B 計  形 調査 A 調査 B 計 
 共起要素ナシ 45 79 124 副詞・
助詞 
「いえ/いや」 4 1 5 
副
詞
・
助
詞 
「も」 21 59 80 「どうせ」 1 1 2 
「仮定」 4 29 33 「やっぱり」 0 2 2 
「逆接」 7 21 28 前後の
文末 
「じゃん」 9 15 24 
「しかも」 1 24 25 「もん」 1 6 7 
「だから/から」 3 10 13 後続要
素 
「ね」 2 44 46 
「だって」 1 8 9 「さ」 0 12 12 
「なんて」 6 0 6 「な」 3 1 4 
合計 調査 A: 108(95) 調査 B: 312(245) 全体: 420(340) 
 
構文的特徴による分析例の合計数が全体数より多くなっているのは、複数の構文的特徴
を含む用例があるためである。括弧内の数字は、もとの用例数を示す。 
 
3.3. 要素による分類 
次に、要素に着目して一つ一つの文を分析した。要素は＜＞に入れて表す。これらの要
素は筆者が独自に考案したものである。要素と定義、分類結果を以下に示す。 
＜主張＞: 話し手の意見や主張 ＜根拠＞: 主張に対する根拠、理由、裏付け 
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＜問い＞: 話し手による問いかけ ＜答え＞: 問いに対する応答、答え 
＜提案＞: 話し手の聞き手に対する提案 ＜反論＞: 主張、提案に対する反論 
 
表 4: 要素による分類結果 
分類 調査 A 調査 B 計 分類 調査 A 調査 B 計 
＜主張＞に対する＜根拠＞「し」 49 183 232 ＜反論＞「し」 3 3 6 
＜主張＞「し」 19 20 39 ＜反論＞に対する
＜根拠＞「し」 
0 2 2 
＜要素ナシ＞「し」 11 21 32 ＜提案＞に対する
＜根拠＞「し」 
0 2 2 
＜問い＞に対する＜答え＞「し」 8 5 13 ＜問い＞に対する
＜根拠＞「し」 
0 1 1 
＜答え＞に対する＜根拠＞「し」 5 8 13 計 95 245 340 
 
3.4. 感情による分類 
感情が強く表れている例は、調査 A で 18例、調査 Bで 28例の計 46例あった。感情の表
れとして分類したものは、[不満、苛立ち、責め立て、侮蔑、遠慮、戸惑い、驚き、興奮、
動揺、自慢、嘆き]の 11種である。各用例の分布は表 5の通りである。 
 
表 5: 感情による分類結果 
 感情 調査 A 調査 B 計  感情 調査 A 調査 B 計 
[
不
満] 
a. [不満] 7 13  
 
 
 
28 
[
主
張] 
i. [驚き] 1 1  
 
5 
b. [苛立ち] 1 2 j. [興奮] 0 2 
c. [責め立て] 1 1 k. [動揺] 1 0 
d. [侮蔑] 0 2 l. [自慢] 0 4  
5 e. [呆れ] 0 1 m. [嘆き] 0 1 
[
戸
惑
い] 
f. [遠慮]  2 1  
 
8 
計 18 28 46 
g. [戸惑い] 3 0 
h. [迷い] 2 0 
 
上記の表の a, b, c, d, e を[不満]系、f, g, hを[戸惑い]系、i, j, kを[驚き]系、l, mを[主張]系
とすると、[不満]系が 28例、[戸惑い]系が 8例、[驚き]系が 5例、[主張]系が 5 例であった。
感情の表れている例についての置き換えによる分類結果、構文的特徴による分類結果、お
よび要素による分類結果を次節以降にまとめる。 
 
3.4.1. 感情例と置き換えによる分類の相関 
感情が表れている 46 例のうち 25例が、「から」－「それに」－の例であった。つまり、
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「累加」にも「理由」にも入らない用例が感情を表すことが多いということである。また、
「から」＋「それに」－に分類されたものは 46例中 15例であるが、このうち 11例が、3.1.1
の例文 6 のように、「から」に置き換えられるが理由を表していない例であった。さらに、
残りの 4例はすべて[戸惑い]系の用例であった。これらは、「し」を付けて語尾を濁すこと
で、[遠慮]、[迷い]などの弱い感情を付与していると考えられる。 
 
3.4.2. 感情例と構文的特徴による分類の相関 
感情の表れている 46 例のうち 24例は共起要素のない「し」であった。また、「でも」「も
(逆接)」「のに」が 9例あり、構文的特徴の中では 2番目に多い。このことから、文末の「し」
を用いて感情を表す際、逆接とともに使われることが比較的多いことも分かる。また、感
情が表れた例文で「も」「しかも」を用いているものでは 6例中 4例で[不満]の感情が表れ
ている。 
 
3.4.3. 感情例と要素による分類の相関 
感情の表れている 46 例のうち 32例は＜要素ナシ＞であった。つまり、会話の流れから
孤立して表れる「し」が感情を表すことが多いということである。このことは、置き換え
による分類結果で「から」－「それに」－が最も多いことや、構文的特徴による分類結果
で共起要素のない「し」が最も多いことから導かれる結論とも一致する。 
 
4. 結論 
文末で「し」を用いる際には、接続助詞の「し」の用法である「累加」、「理由」に加え
て、「累加的理由」、「累加でも理由でもない用法」、「理由と累加の中間」などの用法がある
ことが分かった。さらに、「累加でも理由でもない用法」の場合に感情が付与されることが
多いことが明らかになった。このことから、「累加」や「理由」として用いられていた文末
の「し」の意味が徐々に薄れ、感情を付加する終助詞的な用法に発展してきたのではない
かと推測することができる。「累加」や「理由」の意味を残しつつ感情を付加している例は、
その中間の姿であると考える。 
接続助詞の言いさし表現について扱っている朴(2005)では、原因・理由を表さない「から」
「ので」、逆接を表さない「けど」「が」「のに」「くせに」があると指摘されている。接続
助詞を終助詞的に用いる際に本来の意味が薄れる傾向があり、文末の「し」でも同様のこ
とが起きていると考えられる。 
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